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で
つ
な
ぐ
人
と
社
会
の
未
来
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講演第

調
査
報
告
書「
日
本
に
お
け
る
数
理
科
学
と
そ
の
革
新：

過
去
、現
在
、そ
し
て
将
来
の
展
望
」に
つ
い
て携

を
前
提
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
エ
コ

シ
ス
テ
ム
が
早
期
か
ら
整
備
さ
れ
て
お
り
、

日
本
と
の
差
異
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　
日
本
で
数
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進

す
る
た
め
の
課
題
と
し
て
は
、
①
人
材
育

成
に
関
す
る
産
学
の
方
向
性
の
違
い
、
②

ブ
リ
ッ
ジ
と
な
る
通
訳
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
人
材
の
不
足
、
③
数
学
の
抽
象
性
と

産
業
応
用
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
３
点
が
挙
げ
ら

れ
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
行
政
・
ア
カ

デ
ミ
ア
・
産
業
界
が
連
携
し
、
数
理
科
学

を
社
会
実
装
へ
と
つ
な
ぐ
「
新
た
な
エ
コ

シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
が
提
案
さ
れ
た
。

　
海
外
の
動
向
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
た
。

米
国
で
は
複
数
省
庁
が
多
額
の
研
究
資
金

を
提
供
し
、人
材
流
動
性
も
高
い
。数
学・

統
計
の
博
士
号
取
得
者
は
年
間
約

２
０
０
０
人
に
の
ぼ
り
、
そ
の
３
割
が
民

間
企
業
に
就
職
す
る
。
給
与
水
準
も
全
職

業
中
央
値
の
約
２
倍
と
さ
れ
る
。
Ｅ
Ｕ
で

は
、
産
業
界
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
や
数
学

の
た
め
の
ロ
ビ
ー
活
動
組
織
な
ど
産
学
連

　
本
講
演
で
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｒ
Ｄ
Ｓ
調
査

報
告
書
「
日
本
に
お
け
る
数
理
科
学
と
そ

の
革
新
：
過
去
、
現
在
、
そ
し
て
将
来
の

展
望
」
を
も
と
に
、
数
理
科
学
を
め
ぐ
る

現
状
と
課
題
、今
後
の
提
案
に
つ
い
て
、筆

者
で
あ
る
吉
脇
理
雄
さ
ん
が
解
説
し
た
。

　
報
告
書
で
は
、
数
理
科
学
を
「
数
学
を

基
礎
と
し
現
実
世
界
の
理
解
に
数
学
を
応

用
す
る
研
究
分
野
」と
定
義
し
て
い
る
。デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
や

サ
イ
バ
ー
フ
ィ
ジ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
の
推
進

を
支
え
る
基
盤
と
し
て
、
政
策
・
産
業
・

社
会
課
題
と
接
続
す
る
重
要
な
分
野
で
あ

「
ソ
リ
ス
ト
型
」
の
育
成
に
重
き
が
置
か

れ
が
ち
で
あ
る
。
一
方
、
産
業
界
で
は

専
門
性
を
横
断
す
る
π
型
・
Ｈ
型
人

材
や
、
複
数
の
専
門
家
を
ま
と
め
る

指
揮
者
的
な
役
割
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
違
い
を
つ
な
ぐ
存
在
と
し

て
、
産
学
の
往
来
を
担
う
「
ブ
リ
ッ
ジ

人
材
」「
通
訳
人
材
」の
不
足
が
構
造
的
課

題
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
。

る
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
と
り
わ
け
印
象
的
だ
っ
た
の

は
、
日
本
に
お
け
る
産
学
連
携

や
数
理
系
人
材
の
現
状
に
つ
い

て
の
分
析
だ
。
デ
ー
タ
分
析
に

加
え
、
吉
脇
さ
ん
自
身
が
行
っ

た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
も
と
に
、

産
業
界
と
ア
カ
デ
ミ
ア
の
間
に

存
在
す
る
認
識
の
違
い
が
示
さ

れ
た
。
産
業
界
で
は
数
学
は
課

題
解
決
の
道
具
と
し
て
期
待
さ

れ
る
一
方
、
ア
カ
デ
ミ
ア
で
は

知
の
創
出
を
重
視
す
る
傾
向
が

強
く
、
人
材
育
成
の
考
え
方
に

も
違
い
が
あ
る
と
い
う
。
例
え

ば
ア
カ
デ
ミ
ア
は
、
個
々
の
研

究
者
の
独
立
性
を
尊
重
す
る

吉脇理雄 JST研究開発戦略センター（CRDS）フェロー
東北⼤学 MathCCS 准教授 / 東北⼤学 TFC アドバイザー

日本数学会によるアンケート調査「博士後期課程修了者の進路の
推移」結果をもとに文部科学省が加工作成
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未来学術基盤フォーラム
［日時］2025年12月15日（月）、16日（火）　［場所］東北大学 知の館

2025年

12月15日

12月16日

17:20〜18:30 ポスター講演

13:30〜13:40 開会挨拶
張山昌論 （東北大学大学院情報科学研究科長）
都築暢夫 （東北大学大学院理学研究科長）

11:20〜12:20 第6講演 数学×社会×理科×国語×…
落合啓之 （九州大学マス・フォア・インダストリ研究所教授）

9:00〜10:00 第4講演 数学がデジタルゲームを動かす
三宅陽⼀郎 （株式会社スクウェア・エニックスAIリサーチャー、九州大学IMI客員教授）

16:00〜17:00 第3講演 数学化する現代社会
⻄浦廉政 （北海道⼤学名誉教授、中部⼤学フェロー）

14:50〜15:50 第2講演 なぜ、九⼤IMIが設⽴されたのか
若⼭正⼈ （ZEN⼤学学長、NTT基礎数学研究センタ統括）

13:40〜14:40 第1講演 CRDS調査報告書
「⽇本における数理科学とその⾰新：
過去、現在、そして将来の展望」について
吉脇理雄 （JST研究開発戦略センター（CRDS）フェロー）

10:10〜11:10 第5講演 数理・計算・情報科学の社会実装への取組み
江⽥哲也 （株式会社理研数理代表取締役社長、株式会社JSOL常務執行役員、
　　　　　国立研究開発法人理化学研究所特任顧問）

火

月

13:20〜15:50

［科学ファシリテーター］
嶋田義皓 

数学×社会、数学×AI、数学×教育

［パネリスト］
江⽥哲也、落合啓之、⻄浦廉政
三宅陽⼀郎、吉脇理雄、若⼭正⼈

パネルディスカッション
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講演第 講演第⻄浦廉政 北海道⼤学名誉教授
中部⼤学フェロー 若⼭正⼈ ZEN⼤学学長 

NTT基礎数学研究センタ統括 33 22
な
ぜ
、九
大
I
M
I
が

設
立
さ
れ
た
の
か

報
告
書
に
よ
っ
て
、
構
想
が
世
界
的
な
動

き
と
合
致
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

ま
た
海
外
の
大
学
や
研
究
機
関
か
ら
は
共

同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
設
置
申
請
に
20

通
近
い
支
持
レ
タ
ー
が
寄
せ
ら
れ
認
可
の

決
め
手
と
な
っ
た
。

　
創
設
後
は
、
企
業
と
の
実
践
的
な
共
同

研
究
の
場
と
し
て
の
「
ス
タ
デ
ィ
グ
ル
ー

プ
」
の
実
施
や
ア
ジ
ア
太
平
洋
産
業
数
学

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
創
設
、
産
業
数
学
分

野
に
お
け
る
国
際
的
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
強
化
す
る
海
外
拠
点
と
し
て
Ｉ
Ｍ
Ｉ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
分
室
の
設
置
な
ど
、
多

層
的
な
活
動
を
通
じ
て
、
数
理
科
学
と
産

業
・
社
会
を
結
び
つ
け
る
実
践
が
進
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。 

　
本
講
演
で
は
、
九
州
大
学
マ
ス
・
フ
ォ

ア
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
研
究
所
（
Ｉ
Ｍ
Ｉ
）

が
設
立
さ
れ
る
に
至
っ
た
背
景
と
、
そ
の

過
程
で
大
学
現
場
で
は
何
が
起
き
、
ど
う

意
思
決
定
さ
れ
た
の
か
、
当
事
者
で
あ
る

若
山
正
人
さ
ん
の
視
点
か
ら
語
ら
れ
た
。 

　
１
９
９
４
年
九
州
大
学
で
は
、
大
学
院

数
理
学
研
究
科
が
設
立
さ
れ
、理
学
部
、教

養
部
、
工
学
部
の
数
学
関
連
教
室
の
統
合

に
よ
っ
て
教
員
数
は
最
大
83
人
ま
で
増
加

し
た
。
一
方
、
博
士
課
程
へ
の
進
学
者
は

伸
び
悩
ん
で
い
た
。２
０
０
６
年
、文
部
科

学
省
か
ら
「
博
士
課
程
の
充
足
率
85
％
を

下
回
る
大
学
は
社
会
に
公
表
す
る
」
と
の

通
告
が
大
学
に
届
い
た
。
当
時
研
究
院
長

を
引
き
継
い
で
い
た
若
山
さ
ん
は
、「
数
学

教
員
の
削
減
は
せ
ず
、
社
会
に
活
躍
の
場

を
持
つ
産
業
界
に
有
意
な
数
学
博
士
を
育

成
す
る
仕
組
み
を
作
る
」
こ
と
を
決
め
た
。 

　
I
M
I
設
立
へ
突
き
動
か
し
た
の
は
、

①
純
粋
数
学
研
究
だ
け
で
は
未
来
か
ら
見

れ
ば
数
学
の
半
分
で
は
な
い
か
、
②
数
学

博
士
人
材
育
成
と
新
し
い
キ
ャ
リ
ア
創
出

が
必
要
だ
、
③
社
会
の
長
期
的
な
発
展
に

は
、
現
代
数
学
の
意
義
を
広
め
て
使
っ
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
思
い
か

ら
だ
っ
た
。
新
た
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
り
、
前
任
者
が
立
案
し
た
博
士
課
程
後

期
に
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
必
須
と

す
る
機
能
数
理
学
コ
ー
ス
を
設
置
。
実
現

に
向
け
て
は
、
前
任
の
研
究
院
長
が
全
国

の
Ｒ
＆
Ｄ
を
持
つ
企
業
２
６
２
社
に
受
け

入
れ
を
打
診
、
そ
れ
に
数
学
科
長
・
専
攻

長
と
し
て
協
力
。
し
か
し
返
答
は
わ
ず
か

２
社
そ
れ
も
丁
重
な
お
断
り
だ
っ
た
と
当

時
を
振
り
返
っ
た
。
産
業
技
術
数
理
セ
ン

タ
ー
設
置
を
経
て
、
２
０
１
１
年
つ
い
に

Ｉ
Ｍ
Ｉ
を
創
設
し
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｍ
Ｉ
設
立
構
想
は
賛
同
者
も
多
く
い

た
が
、
新
た
な
方
向
性
へ
の
戸
惑
い
や
批

判
も
あ
っ
た
。
大
き
な
力
と
な
っ
た
の
が
、

国
際
的
な
潮
流
と
海
外
か
ら
の
支
援
だ
。

２
０
０
８
年
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
か
ら
出
さ
れ
た

超富裕層が出現する仕組みをボルツマン方程式の衝突
モデルを応用して解説。課税や富の再配分が不平等の
軽減に役立つことを示した。 
出典：Physica A, vol.479 (2017) by N. Bouleau and C. Chorro

代数学者サージ・ラングと政治学者サミュエル・ハンティ
ントンの論争が全米科学アカデミーにおける「科学とは
何か」を再考するきっかけとなったことも紹介。 

　
日
本
は
２
０
０
６
年
に
「
忘
れ
ら
れ
た

科
学
‐
数
学
」
が
出
さ
れ
、
数
理
科
学
振

興
に
取
り
組
み
始
め
た
。
Ｊ
Ｓ
Ｔ
数
学
領

域
（
さ
き
が
け
・
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
）
の
研
究

総
括
を
務
め
た
西
浦
さ
ん
は
、
発
足
前
後

に
は
た
び
た
び
数
学
研
究
の
必
要
性
や

「
数
学
は
科
学
か
？
」と
い
う
問
い
を
投
げ

か
け
ら
れ
た
と
振
り
返
る
。
こ
れ
に
対
し

数
学
が
対
象
の
意
味
（
セ
マ
ン
テ
ィ
ク

ス
）
か
ら
距
離
を
取
り
、
関
係
性
（
シ
ン

タ
ッ
ク
ス
）
を
扱
う
学
問
で
あ
る
点
こ
そ

が
、
普
遍
性
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
へ
の
応

用
可
能
性
の
源
泉
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。 

　
社
会
科
学
や
人
文
科
学
と
数
学
の
親
和

性
を
独
自
の
視
点
か
ら
紹
介
。
人
の
意
思

決
定
に
お
け
る
見
え
な
い
非
対
称
性
（
ミ

ク
ロ
）
が
マ
ク
ロ
な
社
会
動
向
を
導
く
こ

と
が
あ
る
と
し
て
、
文
化
や
信
念
、
社
会

的
不
安
定
性
と
い
っ
た
再
現
実
験
が
困
難

な
対
象
に
対
し
、
数
理
モ
デ
ル
が
有
効
な

視
点
を
提
供
し
得
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。 

　
事
例
と
し
て
、
長
期
的
に
は
超
富
裕
層

へ
の
富
の
集
中
が
起
こ
る
こ
と
を
数
理
的

に
示
し
た
。
ま
た
世
界
の
神
話
の
構
造
や

共
通
性
を
例
に
、
文
化
の
伝
搬
は
特
定
の

表
象
が
ど
う
伝
搬
す
る
か
を
フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
型
方
程
式
で
定
式
化
。

「
意
見
を
変
え
な
い
少
数

派
」
が
一
定
割
合
を
超
え

る
と
、
多
数
決
を
繰
り

返
し
て
も
最
終
的
に

社
会
全
体
の
意
見
が

逆
転
す
る
ダ
イ
ナ

ミ
ク
ス
な
ど
が
紹
介

さ
れ
た
。

　
講
演
を
通
じ
て
示

さ
れ
た
の
は
、
数
学
・

数
理
科
学
が
人
々
に
新
た

な
「
気
付
き
」
を
与
え
、
日

常
の
行
為
と
地
球
規
模
の
課

題
と
を
結
び
つ
け
る
知
的
基
盤
と
な
り
得

る
点
だ
。
質
疑
応
答
で
は
、
研
究
テ
ー
マ

の
着
想
に
つ
い
て
の
質
問
も
あ
り
、
雑
談

や
新
聞
な
ど
日
常
的
な
情
報
収
集
か
ら
生

ま
れ
る
こ
と
が
多
く
、
バ
リ
ア
を
低
く
し

て
「
面
白
い
」
と
思
え
る
セ
ン
ス
を
持
つ

こ
と
が
大
切
だ
と
の
回
答
が
あ
っ
た

　
本
講
演
で
は
、
Ａ
Ｉ
時
代
に
お
け
る
数

学
・
数
理
科
学
の
役
割
が
、
効
率
化
や
最

適
化
の
道
具
に
留
ま
ら
な
い
も
の
と
し
て

再
定
義
さ
れ
、
現
代
社
会
が
い
か
に
「
数

学
化
」
さ
れ
つ
つ
あ
る
か
が
論
じ
ら
れ
た
。 

　
ま
ず
西
浦
さ
ん
は
日
米
の
数
学
・
数
理

科
学
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
に
つ
い
て
言

及
。
１
９
７
０
年
代
以
降
、
ア
メ
リ
カ
で

は
数
理
科
学
振
興
の
議
論
が
活
発
化
し
、

80
年
代
に
バ
ー
ク
レ
ー
の
数
学
科
学
研
究

所
（
Ｍ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
）
や
ミ
ネ
ソ
タ
の
数
学
応

用
研
究
所
（
Ｉ
Ｍ
Ａ
）
な
ど
が
発
足
。
数

理
科
学
予
算
の
倍
増
の
必
要
性
や
女
性
・

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
参
加
促
進
が
提
言
さ
れ

た
デ
イ
ビ
ッ
ド・レ
ポ
ー
ト
や
、オ
ド
ム・

レ
ポ
ー
ト
（
共
に
全
米
研
究
会
議
）
を
経

て
、
２
０
０
０
年
代
初
頭
に
ア
メ
リ
カ
の

数
学
予
算
は
年
間
２
０
０
億
円
程
に
倍
増

し
た
。

数
学
化
す
る

現
代
社
会

文部省通達を受けた大学より博士課程の定員充足か教員数減かを迫られ、
若山さんは数学者の社会的役割と数学の応用の意義に思いを巡らせた。

フィールズ賞受賞者デヴィッド・マンフォード氏のビデオ講演や有川節
夫総長（当時）によるオーディトリアム建設など多くの支援を受けた。
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数
理
・
計
算
・
情
報
科
学
の

社
会
実
装
へ
の
取
組
み

適
化
と
い
っ
た
数
理
的
手
法
が
幅
広
く
用

い
ら
れ
て
い
る
。
総
合
芸
術
と
言
わ
れ
る

オ
ペ
ラ
の
よ
う
に
、
多
様
な
専
門
家
が
集

ま
り
一
つ
の
世
界
を
創
り
上
げ
て
い
る
と

い
う
わ
け
だ
。
興
味
深
い
の
は
、
ゲ
ー
ム

開
発
に
必
要
な
数
学
の
約
80
％
は
高
校
レ

ベ
ル
で
カ
バ
ー
で
き
る
と
い
う
点
だ
。
一

方
で
、
大
学
・
大
学
院
レ
ベ
ル
の
高
度
な

数
学
も
不
可
欠
だ
と
い
う
。
１
９
９
４
年

の
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
登
場
以
降
、

ゲ
ー
ム
が
３
Ｄ
化
し
た
こ
と
で
３
×
３
行

列
か
ら
４
×
４
行
列
へ
と
発
展
し
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
性
能
向
上
と
と
も
に
、
偏

微
分
や
統
計
変
分
な
ど
、
よ
り
高
度
な
数

学
が
必
要
に
な
っ
た
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

動
き
や
空
間
内
の
移
動
、
戦
闘
行
動
な
ど

ア
リ
ン
グ
の
分
断
、
②
産
学
間
の
壁
、
③

企
業
内
部
に
お
け
る
技
術
開
発
部
門
と
ビ

ジ
ネ
ス
部
門
の
断
絶
だ
。
ア
カ
デ
ミ
ア
で

は
、
理
学
と
工
学
の
連
携
は
十
分
と
は
言

え
ず
、
研
究
成
果
や
知
財
が
企
業
に
届
き

新
た
な
活
躍
の
場
と
報
酬
の
循
環
を
生
み

出
す
、
数
理
科
学
の
社
会
的
価
値
を
高
め

る
こ
と
が
重
要
だ
と
強
調
し
た
。

　
Ａ
Ｉ
実
装
が
本
格
化
す
る
時
代
に
お
け

る
産
業
界
の
期
待
と
現
実
に
つ
い
て
も
言

も
数
値
計
算
に
よ
っ
て
制
御
さ
れ
て
お
り
、

数
学
が
ゲ
ー
ム
の
世
界
を
根
底
か
ら
支
え

て
い
る
。
さ
ら
に
近
年
の
ゲ
ー
ム
で
は
メ

タ
Ａ
Ｉ
が
高
度
化
し
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
行

動
ロ
グ
や
生
体
デ
ー
タ
か
ら
心
理
状
態

を
推
定
し
、
ゲ
ー
ム
開
発
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
す
る
仕
組
み
も
登
場
。

状
況
に
応
じ
た
ド
ラ
マ
性
の
あ
る

展
開
を
実
現
し
て
い
る
。
講
演

で
は
実
際
の
画
像
を
交
え
な
が
ら

こ
う
し
た
技
術
が
紹
介
さ
れ
、
会

場
は
大
い
に
沸
い
た
。

　
後
半
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー
ム
の

世
界
で
進
化
し
た
技
術
が
現
実
社
会
に

も
応
用
さ
れ
始
め
て
い
る
例
が
紹
介
さ
れ

た
。
例
え
ば
、
Ｌ
Ｌ
Ｍ
を
用
い
た
社
会
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
技

術
を
使
っ
た
車
い
す
制
御
や
パ
ス
検
索
の

研
究
な
ど
だ
。
仮
想
空
間
で
検
証
し
た
結

果
を
、
現
実
世
界
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す

る
試
み
が
進
ん
で
い
る
。

　
三
宅
さ
ん
は
、
数
学
的
素
養
を
持
つ
人

材
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
工
学
と
接
続

す
る
こ
と
で
、
ゲ
ー
ム
産
業
だ
け
で
な
く

幅
広
い
分
野
で
価
値
を
発
揮
で
き
る
と
指

摘
す
る
。
先
進
的
な
研
究
開
発
を
担
う
人

材
と
し
て
、
産
業
界
で
も
数
学
的
な
基
礎

力
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
大
学
の
研

究
は
メ
ソ
ッ
ド
ド
リ
ブ
ン
で
あ
る
の
に
対

し
、産
業
界
は
目
的
ド
リ
ブ
ン
で
動
く
。特

定
の
手
法
に
固
執
す
る
の
で
は
な
く
、
主

軸
を
持
ち
な
が
ら
も
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ

を
柔
軟
に
使
い
こ
な
す
姿
勢
が
重
要
だ
と

語
っ
た
。

に
く
い
。
企
業
内
で
は
Ｒ
＆
Ｄ
部
門
と
ビ

ジ
ネ
ス
部
門
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不

足
や
相
互
理
解
の
欠
如
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
乗
り
越
え
る
た

め
に
は
、
ア
カ
デ
ミ
ア
側
を
起
点
と
し
た

明
確
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
だ
と
江

田
さ
ん
は
指
摘
す
る
。
責
任
と
権
限
を
集

中
さ
せ
、
成
功
時
に
は
収
益
が
還
元
さ
れ
、

研
究
者
や
研
究
費
の
拡
大
・
再
投
資
に
つ

な
げ
る
仕
組
み
が
不
可
欠
だ
と
い
う
。

　
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
は
一
つ
の
組
織
に

所
属
す
る
だ
け
で
な
く
、
複
数
の
場
で
活

躍
す
る
マ
ル
チ
イ
ン
カ
ム
型
の
働
き
方
が
、

産
業
界
だ
け
で
な
く
ア
カ
デ
ミ
ア
に
も
求

め
ら
れ
る
と
述
べ
た
。
若
い
学
生
に
は
大

学
の
研
究
職
に
と
ど
ま
ら
ず
、
複
数
の
場

に
か
か
わ
り
な
が
ら
知
見
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
広
げ
て
ほ
し
い
と
語
り
、
講
演
を
締

め
く
く
っ
た
。

　
本
講
演
で
は
、
数
理
科
学
の
社
会
的
価

値
を
テ
ー
マ
に
、
学
術
的
知
見
が
社
会
や

産
業
で
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
現
状

と
、
そ
の
背
景
に
あ
る
制
度
・
文
化
・
組

織
の
問
題
に
つ
い
て
、
産
業
界
の
視
点
か

ら
語
ら
れ
た
。

　
理
研
数
理
代
表
で
あ
る
江
田
哲
也
さ
ん

は
、
会
社
設
立
の
大
き
な
目
的
の
一
つ
と

し
て
「
日
本
の
研
究
者
の
処
遇
改
善
」
を

挙
げ
る
。
事
業
会
社
と
し
て
収
益
を
上
げ

る
だ
け
で
な
く
、
日
本
発
の
数
理
科
学
事

業
を
通
じ
て
未
来
創
造
を
す
る
研
究
者
に
、

及
し
た
。
Ａ
Ｉ
の
経
済
的
イ
ン
パ

ク
ト
は
広
く
語
ら
れ
て
い
る
も
の

の
、
そ
の
効
果
を
定
量
的
に
評
価

し
投
資
判
断
に
耐
え
る
形
で
示
す

モ
デ
ル
は
ま
だ
十
分
に
整
備
さ
れ

て
い
な
い
。
特
に
、
Ｒ
Ｏ
Ｉ
（
投

資
対
効
果
）
を
不
確
実
性
込
み
で

計
量
化
で
き
る
数
理
モ
デ
ル
は
企

業
単
独
で
は
構
築
が
難
し
く
、
こ

こ
に
数
理
科
学
が
果
た
し
得
る
役

割
は
大
き
い
と
い
う
。

　
一
方
で
、
数
理
科
学
が
大
き
な

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
つ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
企
業
の
現
場
で
は
そ
の

理
解
が
十
分
に
進
ん
で
い
な
い
と

分
析
す
る
。
そ
の
背
景
に
は
三
層

構
造
の
「
産
学
連
携
の
壁
」
が
あ

る
と
し
た
。
①
ア
カ
デ
ミ
ア
内
部

に
あ
る
サ
イ
エ
ン
ス
と
エ
ン
ジ
ニ

　
２
０
０
４
年
か
ら
デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー
ム
に

お
け
る
人
工
知
能
の
開
発
・
研
究
に
携
わ

り
、
こ
の
分
野
の
草
分
け
的
存
在
と
し
て

知
ら
れ
る
三
宅
陽
一
郎
さ
ん
。
本
講
演
で

は
デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー
ム
の
開
発
、
と
り
わ
け

Ａ
Ｉ
分
野
に
お
け
る
数
学
の
役
割
と
具
体

的
な
応
用
例
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
三
宅
さ
ん
は
、
ゲ
ー
ム
を

「
人
工
知
能
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
、
物
理
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
組
み
合

わ
せ
た
“
デ
ジ
タ
ル
世
界
の

オ
ペ
ラ
”」と
表
現
す
る
。
そ

の
基
盤
に
は
線
形
代
数
、
微

分
方
程
式
、確
率・統
計
、最

デジタルゲームは90年代に3Dになり次第に高度化し偏微分などさま
ざまな方法が必要になってきている。 数

学
が

ゲ
ー
ム
を
動
か
す

これからのAI人材は大学教養課程までの数学は大前提、特にCG、AI、
物理プログラミングの領域では必須に。

江⽥哲也 株式会社理研数理代表取締役社長 / 株式会社JSOL常務執行役員
国立研究開発法人理化学研究所特任顧問 三宅陽一郎

株式会社スクウェア・エニックスリードAIリサーチャー / 九州
大学IMI客員教授 / 東京大学先端科学技術研究センター客
員上級研究員 / 東京藝術大学大学院映像研究科 特任教授55 44

学内の壁、企業側の研究所と事業部門の断絶やリスク回
避文化などの壁、産学間の壁という３つの壁がある。

AI実装本格化の時代に、産業界・学術界では現状どのような課題があり、数理科
学に期待されることは何かが整理された。
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落
合
さ
ん
は
、
数
学
の
本
質
は
単
な
る

計
算
や
結
果
で
は
な
く
、
そ
の
背
後
に
あ

る
か
ら
く
り
や
構
造
を
理
解
す
る
こ
と
に

あ
る
と
指
摘
。
一
見
す
る
と
誤
っ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
式
や
概
念
、
直
感
に
反
す

る
主
張
に
向
き
合
う
こ
と
で
発
展
し
て
き

た
学
問
で
あ
り
、
そ
の
過
程
そ
の
も
の
が

創
造
性
の
源
泉
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
。

興
味
深
い
の
は
、
数
学
を
「
言
語
」
と
し

て
捉
え
る
視
点
が
提
示
さ
れ
た
こ
と
だ
。

数
式
は
一
義
的
な
意
味
を
持
つ
記
号

で
あ
る
一
方
で
、
そ
の
読
み
方
や
解

釈
に
は
幅
が
あ
る
。
楽
譜
や
俳
句
と

同
様
に
、
読
み
手
の
経
験
や
文
脈
に

よ
っ
て
異
な
る
意
味
を
喚
起
す
る
と

い
う
。
こ
の
性
質
は
、
数

学
が
異
分
野
と
関
わ
る
際

の
強
み
で
あ
る
と
同
時
に
、

誤
解
や
断
絶
を
生
む
要
因

に
も
な
り
得
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

例
え
ば
日
本
の
数
学
教
科
書
に
見
ら

れ
る
倍
角
の
公
式
の
よ
う
な
記
法
の

曖
昧
さ
は
、
読
み
手
の
リ
テ
ラ
シ
ー

が
求
め
ら
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や

異
分
野
連
携
の
際
の
障
壁
に
な
り
う

る
と
も
指
摘
し
た
。

　
数
学
の
面
白
さ
は
、
問
題
が
解
け

た
瞬
間
だ
け
で
な
く
、
解
け
な
い
状

況
に
向
き
合
い
、
考
え
続
け
る
こ
と

自
体
に
価
値
が
あ
る
が
、
本
質
的
な

魅
力
が
十
分
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

そ
の
価
値
を
ど
の
よ
う
に
次
世
代
へ

伝
え
る
か
が
重
要
な
課
題
と
し
て
提

示
さ
れ
た
。

　
Ａ
Ｉ
の
台
頭
に
対
し
て
は
、
完

全
に
公
平
で
正
確
な
評
価
シ
ス
テ

ム
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
へ
の
危
惧

問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ
は

歴
史
的
な
文
脈
で
は
、
か
つ
て
、
研
究
ス

タ
イ
ル
を
根
底
か
ら
変
え
た
プ
レ
プ
リ
ン

ト
サ
ー
バ
ー
の
よ
う
な
転
換
点
と
捉
え
、

過
度
に
恐
れ
る
必
要
は
な
い
と
の
見
解
を

示
し
て
講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。

を
表
明
。
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の

よ
う
に
加
点
方
式
で
積
み
上
げ
る
競

技
と
、
一
発
逆
転
が
可
能
な
や
り
投
げ

を
例
に
、
評
価
や
選
抜
の
方
法
に
よ
っ

て
、
人
の
挑
戦
意
欲
や
創
造
性
が
大
き

く
左
右
さ
れ
る
点
に
つ
い
て
も
、
率
直
な

成
立
し
な
い
。
人
材
を
ど
う
い
う
バ
ラ
ン

ス
、
ど
う
い
う
役
割
で
受
け
止
め
て
い
く

か
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

嶋
田　
５
年
後
、
数
学
は
社
会
の
中
で
ど

ん
な
役
割
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

吉
脇　

大
学
の
立
場
で
は
、
先
ほ
ど
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
人
材
の
不
足
の
話
に

つ
な
が
る
の
で
す
が
、Ｃ
Ｒ
Ｄ
Ｓ
の「
フ
ェ

ロ
ー
」
的
な
仕
組
み
を
大
学
側
で
拡
張
し
、

専
門
性
を
活
か
し
て
分
野
横
断
・
橋
渡
し

で
き
る
“
上
級
Ｕ
Ｒ
Ａ
”
の
よ
う
な
人
材

を
増
や
し
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

江
田　
企
業
サ
イ
ド
で
言
え
ば
、
Ａ
Ｉ
の

登
場
が
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
だ
と
思
い
ま
す
が
、

従
来
の
経
験
則
に
基
づ
く
経
営
判
断
が
意

味
を
な
さ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

２
０
３
０
年
に
向
け
て
企
業
の
優
劣
を
決

め
る
う
え
で
の
非
常
に
大
き
な
も
の
と
し

て
数
学
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
く
こ
と
は

間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

西
浦　
５
年
後
で
は
難
し
い
で
す
が
、
将

来
像
と
し
て
、
数
学
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
持
つ
社
長
・
政
治
家
が
増
え
、
社
会

科
学
や
政
治
学
の
分
野
で
も
数
学
者
が
活

躍
す
る
期
待
感
が
あ
り
ま
す
。

落
合　
例
え
ば
最
近
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領

選
を
は
じ
め
情
勢
調
査
に
よ
る
選
挙
予
測

の
精
度
が
低
下
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
統

嶋
田　
ま
ず
は
数
学
×
社
会
に
つ
い
て
、

ど
ん
な
こ
と
を
現
状
の
課
題
と
感
じ
て
い

ま
す
か
。

若
山　
数
学
の
難
し
さ
は
「
何
を
や
っ
て

い
る
か
が
見
え
な
い
」
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。
日
本
は
「
豊
か
な
産
業
・
豊
か
な
数

学
」
を
持
ち
な
が
ら
、
接
続
不
良
が
続
い

て
い
ま
す
ね
。

吉
脇　
要
因
と
し
て
、
双
方
の
目
的
・
言

語
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
人
材
の

不
足
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。
そ
う
し
た
人

材
を
育
成
し
増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

江
田　
私
は
社
会
人
生
活
を
銀
行
員
で
ス

タ
ー
ト
し
た
の
で
す
が
、
２
年
目
の
と
き

に
１
つ
下
に
数
学
科
を
卒
業
し
た
Ａ
君
が

入
っ
て
き
ま
し
た
。
私
が
半
日
外
回
り
を

し
て
戻
っ
て
き
て
も
彼
は
デ
ス
ク
に
い
る
。

「
銀
行
の
シ
ス
テ
ム
が
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し

た
元
利
均
等
計
算
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
正
し
い
か
自
分
で
納
得
し
な
い
と
客
先

に
行
け
ま
せ
ん
」
と
言
っ
て
手
計
算
し
て

い
る
ん
で
す
。
Ａ
君
は
ほ
ど
な
く
し
て
商

品
開
発
部
に
異
動
に
な
り
ま
し
た
。
Ａ
君

の
よ
う
な
人
材
が
い
な
い
と
銀
行
業
は
成

立
し
な
い
し
、
全
員
が
Ａ
君
だ
と
銀
行
は

数
学
と
社
会
を
つ
な
ぐ
に
は

　
本
講
演
は
、
数
学
を
特
定
の
専
門
分
野

や
応
用
先
に
閉
じ
る
の
で
は
な
く
、「
社
会

と
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
続
け
て
き
た
知
の

営
み
か
」
と
い
う
視
点
か
ら
捉
え
直
す
試

み
で
あ
っ
た
。

　
講
演
の
冒
頭
で
落
合
さ
ん
は
、
自
身
の

研
究
史
や
教
育
経
験
を
紹
介
。
そ
の
経
験

か
ら
、
新
た
な
分
野
や
共
同
研
究
に
挑
む

際
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
強
調
し
た
の
は

以
下
の
３
点
だ
。

①
一
点
突
破
の
強
み
を
持
つ
こ
と
：
で
き

な
い
こ
と
が
山
ほ
ど
あ
っ
て
も
他
者
が
で

き
な
い
強
み
が
一
つ
あ
る
と
よ
い
。

②
微
分
積
分
学
や
線
形
代
数
を
、
実
感
を

持
っ
て
取
り
扱
え
る
こ
と
：
専
門
外
の

人
々
と
の
共
同
研
究
の
強
み
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ベ
ー
ス
に
な
る
。

③
失
敗
す
る
自
由
が
確
保
さ
れ
て
い

る
こ
と
：
従
来
研
究
の
枠
外
を
目
指

す
探
求
的
な
研
究
で
は
成
功
は
確
約
さ

れ
て
い
な
い
。
挑
戦
者
に
対
す
る
身
分

や
資
金
の
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
や
評
価
の

あ
り
方
が
肝
要
で
あ
る
、
と
述
べ
た
。 

パネルディスカッション
第2日目、午後の部では、今回のフォーラム登壇者に改めて登場いただき、
数学と社会の接点の広がりや、数学がAIに対して果たしている役割と課題、
数学教育の現在地と人材育成などについて、活発な議論が交わされた。

数学×社会 数学×AI 数学×教育

人材育成に関しては、短期間での成果が細かく問われる
状況は数学のような探求的な研究の評価には向かない
ため失敗する自由度が確保されることが欠かせない。

66

企
業
の
優
劣
を
決
め
る
う
え
で

数
学
は
非
常
に
大
き
な
も
の 

─
江
田
哲
也

嶋田義皓
科学ファシリテーター

落
合
啓
之

吉
脇
理
雄

江
⽥
哲
也

⻄
浦
廉
政

三
宅
陽
一
郎

若
⼭
正
⼈

落合啓之 九州大学マス・フォア・インダストリ研究所教授

数式は楽譜や俳句のように意味や解釈を読み手が与え
ることができるものとし、倍角の公式のような記法の曖
昧さが異分野連携の際の障壁になりうることも指摘。 

数
学
×
社
会
×

理
科
×
国
語
×
…
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計
学
の
問
題
な
の
か
、
世
論
を
拾
い
出
す

仕
組
み
と
し
て
何
か
が
欠
け
て
い
る
の
か
、

社
会
が
何
を
必
要
と
し
て
い
て
、
私
た
ち

は
何
を
用
意
で
き
る
の
か
、
向
き
合
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

嶋
田　
２
つ
目
の
ト
ピ
ッ
ク
は
Ａ
Ｉ
で
す
。

西
浦　
プ
ロ
セ
ス
を
ス
ピ
ー
ド
化
、
加
速

化
、
効
率
化
す
る
方
向
で
時
代
は
動
い
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
同
時
に
身
体

性
や
思
考
プ
ロ
セ
ス
な
ど
失
う
も
の
が
膨

大
に
あ
る
。
失
わ
な
い
よ
う
に
Ａ
Ｉ
を
う

ま
く
活
用
す
る
の
は
難
し
い
問
題
で
す
。

落
合　
Ａ
Ｉ
は
概
念
を
作
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
し
ょ
う
か
。
正
確
な
知
識
を
デ
ィ

テ
ー
ル
ま
で
学
習
し
て
い
っ
た
時
に
、
そ

れ
を
人
間
が
理
解
可
能
な
形
に
「
粗
雑

に
」
人
間
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で

き
る
形
で
体
系
化
で
き
る
の
か
は
興
味
が

あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

三
宅　
Ａ
Ｉ
は
写
実
主
義
の
絵
画
を
千
点

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
Ａ
Ｉ
技
術
が

入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
分
野
で
Ａ
Ｉ
と
の
か
か
わ
り
を
ど
う
ご

覧
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

三
宅　
Ａ
Ｉ
に
は
２
系
統
あ
っ
て
、
そ
の

う
ち
の
一
つ
、
コ
ネ
ク
シ
ョ
ニ
ズ
ム
、
つ

ま
り
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
数

学
の
原
理
で
動
い
て
い
ま
す
。
物
理
学
や

宇
宙
論
出
身
の
数
学
者
が
Ａ
Ｉ
分
野
で
も

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
な
る
な
ど
、
数
学
者

の
時
代
が
到
来
し
て
い
る
。
今
は
Ａ
Ｉ
を

通
し
て
、
数
学
が
社
会
に
還
元
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

西
浦　

Ａ
Ｉ
の
Ｉ
の
部
分
、
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ス
は
と
て
も
広
い
概
念
で
、
も
っ

と
い
ろ
い
ろ
捉
え
ら
れ
ま
す
よ
ね
。
言
語

化
で
き
な
い
生
命
機
能
や
原
始
的
な
レ
ベ

ル
で
私
た
ち
が
ま
だ
真
似
で
き
な
い
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
が
あ
る
。
そ
こ
は
数
学
者

が
研
究
し
、
物
理
や
化
学
の
人
と
共
同
し

な
が
ら
発
展
で
き
る
、
そ
う
し
た
広
が
り

に
向
か
っ
て
い
け
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

若
山　
顕
微
鏡
が
で
き
て
生
物
や
医
学
が

学
習
さ
せ
た
ら
写
実
主
義
の
絵
し
か
生
み

出
さ
な
い
。
キ
ュ
ビ
ズ
ム
は
出
て
こ
な
い

し
ア
ー
ト
だ
と
判
定
し
な
い
。
そ
れ
を

ア
ー
ト
だ
と
い
う
の
は
人
間
の
ジ
ャ
ン
プ

で
す
。
新
し
い
概
念
を
つ
く
り
出
す
の
は

や
は
り
数
学
者
な
の
で
は
な
い
で
す
か
ね
。

嶋
田　
３
つ
目
の
ト
ピ
ッ
ク
は
数
学
と
教

育
で
す
。
大
学
で
の
高
等
教
育
だ
け
で
な

く
、
企
業
で
の
人
材
育
成
も
含
め
て
お
願

い
し
ま
す
。

若
山　
ア
メ
リ
カ
の
大
学
教
育
で
優
れ
て

い
る
と
思
う
の
は
メ
ジ
ャ
ー
・
マ
イ
ナ
ー

（
主
専
攻
・
副
専
攻
）
が
あ
る
こ
と
で
す
。

マ
イ
ナ
ー
で
一
緒
に
学
ん
だ
人
が
、
数
学

に
進
ん
だ
り
、
生
物
学
や
社
会
学
に
進
ん

だ
り
す
る
。
友
達
が
研
究
し
て
い
る
分
野

に
は
関
心
も
敬
意
も
生
ま
れ
る
。
そ
う
い

う
関
係
が
大
学
時
代
に
あ
る
と
、
産
業
界

と
ア
カ
デ
ミ
ア
の
連
携
も
ス
ム
ー
ズ
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

発
達
し
、
天
体
望
遠
鏡
が
で
き
て
天
文
学

や
物
理
が
発
達
し
た
わ
け
で
す
。
Ａ
Ｉ
は

そ
の
意
味
で
数
学
を
発
達
さ
せ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
西
浦
さ
ん
が
言
う
よ

う
に
、
人
間
の
前
頭
葉
が
担
う
よ
う
な
こ

と
は
Ａ
Ｉ
が
や
る
け
れ
ど
、
本
能
、
感
情

な
ど
を
司
る
古
い
脳
が
や
る
こ
と
は
、
Ａ

Ｉ
に
は
難
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

嶋
田　
Ａ
Ｉ
が
使
わ
れ
て
い
く
中
で
の
課

題
は
何
で
す
か
？

吉
脇　
Ａ
Ｉ
の
将
来
が
技
術
面
か
ら
拡
散

し
て
い
く
こ
と
へ
の
危
惧
が
あ
り
ま
す
。

数
学
の
立
場
か
ら
は
安
全
性
や
説
明
性
だ

け
で
な
く
、
制
御
す
る
よ
う
な
寄
与
の
仕

方
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

落
合　
例
え
ば
申
請
書
の
作
成
や

審
査
の一次
選
別
な
ど
の一部
に

Ａ
Ｉ
を
利
用
す
る
時
代
が
来

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
依

存
す
る
こ
と
で
能
力
が
低
下

す
る
。
そ
れ
は
、
計
算
機
に

頼
っ
て
計
算
力
が
弱
く
な
る
の

と
同
じ
で
、
も
ろ
刃
の
剣
で
す
。

三
宅　
計
算
結
果
は
完
成
品
と
し

て
大
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の

過
程
で
数
学
者
が
何
を
考
え
た
か
も
非

常
に
重
要
で
す
よ
ね
。
そ
こ
は
Ａ
Ｉ
に
吸

収
で
き
な
い
部
分
で
す
。
Ａ
Ｉ
は
常
に
完

成
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
完
成
し
た
音
楽
を

つ
な
い
で
い
る
だ
け
で
、
生
み
出
す
母
体

で
は
な
い
わ
け
で
す
。

西
浦　
ひ
と
言
で
い
え
ば
、
手
を
携
え
て

と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
ね
。
Ａ
Ｉ

が
部
分
的
に
助
け
て
く
れ
る
と
し
て
も
、

証
明
の
プ
ロ
セ
ス
を
悶
々
と
す
る
。
そ
れ

は
芸
術
家
と
一
緒
で
、
た
と
え
Ａ
Ｉ
が
高

速
か
つ
優
れ
た
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
出
し
た

と
し
て
も
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
な
く
な
ら
な

い
で
し
ょ
う
。

落
合　
と
て
も
優
れ
た
数
学
者
が
計
算
間

違
い
を
す
る
そ
の
過
程
に
研
究
の
ヒ
ン
ト

が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
人
間
は
間
違
い
か

ら
学
ん
で
き
ま
し
た
か
ら
ね
。

る
時
代
に
な
る
。今
ま
で「
人
＋
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
」で
あ
っ
た
よ
う
に「
人
＋
Ａ
Ｉ
」

で
評
価
さ
れ
る
時
代
が
来
る
で
し
ょ
う
。

Ａ
Ｉ
や
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
使
う
こ
と
を
前

提
に
教
育
を
再
設
計
し
て
も
い
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
段
階
的
な
学
習
を

経
て
い
け
ば
、
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

江
田　
人
材
教
育
の
観
点
で
い
え
ば
、
現

代
の
若
者
は
企
業
に
依
存
せ
ず
自
身
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
を
主
体
的
に
考
え
て
い
ま

す
。
企
業
が
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
す

ぎ
て
も
、
企
業
が
求
め
る
過
去
の
人
物
像

に
引
っ
張
ら
れ
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。

自
分
の
カ
ラ
ー
で
自
分
の
教
育
を
進
め
て

い
く
人
に
対
し
て
、
企
業
は
資
金
的
サ

ポ
ー
ト
を
し
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

三
宅　
企
業
と
数
学
者
の
関
係
は
今
後
よ

り
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
な
り
、
企
業
に
所
属

し
な
が
ら
数
学
研
究
を
続
け
る
な
ど
、
従

来
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
働
き
方
が

可
能
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

江
田　
企
業
側
も
そ
う
い
う
道
を
閉
ざ
さ

な
い
受
け
皿
や
度
量
を
持
つ
必
要
が
あ
り

ま
す
。
企
業
が
学
生
か
ら
選
ば
れ
る
時
代

に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
今
ま
で
と
違

う
向
き
合
い
方
を
し
て
い
く
時
代
に
変

わ
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

三
宅　
レ
ポ
ー
ト
を
Ａ
Ｉ
で
作
成
す
る
こ

と
に
賛
否
が
あ
り
ま
す
が
、
Ａ
Ｉ
に
レ

ポ
ー
ト
を
書
か
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
今
後
困
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か

ら
は
様
々
な
ス
キ
ル
セ
ッ
ト
を
選
択
で
き

制
御
す
る
よ
う
な

寄
与
の
仕
方
が
数
学
に
は
あ
る 

─
吉
脇
理
雄

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
は

と
て
も
広
い
概
念 

─
西
浦
廉
政

メ
ジ
ャ
ー
・
マ
イ
ナ
ー
教
育
が

相
互
理
解
と
敬
意
を
生
む 

─
若
山
正
人

人
間
は

間
違
い
か
ら
学
ん
で
き
た 
─
落
合
啓
之

今
は
Ａ
Ｉ
を
通
し
て
、
数
学
が

社
会
に
還
元
さ
れ
て
い
る 

─
三
宅
陽
一
郎

Ａ
Ｉ
と
人
間
の
知
は
共
存
す
る
の
か

こ
れ
か
ら
の
数
学
人
材
の
育
て
方
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ポスター講演

参加者
アンケートから

空間離散的な反応拡散系に基づく
真正粘菌の馴化モデルによる刺激特定性の記述
⻄康汰（九州⼤学）、⼿⽼篤史（九州⼤学）、
⻄上幸範（北海道⼤学）、中垣俊之（北海道⼤学）

⾮線形移流拡散型マルコフ過程による
⾎管狭窄の形成・治療に関する数理モデル
⾨脇⼤我（九州⼤学 マス・フォア・イノベーション連係学府）、
⼿⽼篤史（九州⼤学 マス・フォア・インダストリ研究所）

実⼆次体上のMaass fromの構成と
代数的不変量による内積表⽰
⽥中⼤地（東北大学大学院理学研究科）

最適輸送理論のスケールフリーな点群処理への応用
深野 凌（東北⼤学）

統計数理研究所のご紹介
北村浩三（統計数理研究所）

⼀家に１枚 世界とつながる〝数理〞
永井智哉（理化学研究所数理創造研究センター）ほか
理研iTHEMS「⼀家に1 枚 〝数理〞」制作チーム

数学・理論物理・数理科学の未来を拓く知の拠点：
⼤阪公⽴⼤学 数学研究所の学術的貢献と展望
⾕川智幸（⼤阪公⽴⼤学数学研究所）

複素準周期性をもつヘルムホルツ⽅程式に対する
数理解析基盤の構築
森下敬悟（東北大学大学院理学研究科）

最適輸送理論による
遺伝⼦発現ダイナミクスの時空間再構成
岡本 潤（明治⼤学先端数理科学インスティテュート）

明治⼤学先端数理科学インスティテュートにおける
現象数理学研究
中村健⼀（明治⼤学先端数理科学インスティテュート）

循環系臓器間ネットワーク数理モデルのための
マルチスケールモデリングとその実装
劉 嘉瑋（東北⼤学 材料科学⾼等研究所 （WPI-AIMR））、
⽔藤 寛（東北⼤学 材料科学⾼等研究所 （WPI-AIMR））

多孔質媒体におけるラプラシアンの確率的均質化
佐藤直翔（東北⼤学）

九州⼤学マス・フォア・インダストリ研究所
梶原健司（九州⼤学マス・フォア・インダストリ研究所）

東北⼤学数理科学共創社会センターの進める
数理と産業界の連携活動
⽔藤 寛（東北⼤学）

京都⼤学数理解析研究所
京都⼤学数理解析研究所

ジグザグパーシステントホモロジーの
導来圏に対する代数的安定性定理
吉脇理雄（東北⼤学）

Complete harmonic metrics, canonical 
ensemble, and equidistribution
宮武夏雄（東北⼤学）

Stokes‒Cahn‒Hilliard系の均質化による
リチャーズ型⽅程式の導出
―界⾯張⼒効果を考慮した多相流モデルのマクロ化―
正宗 淳（東北⼤学⼤学院理学研究科）、
Lei Rong（東北⼤学⼤学院理学研究科）

Spin-Polarized Quantum Many-Body 
Hysteresis in MOF/TI Hybrids 
（closed and/or open system） 
Isamu Ohnishi （Hiroshima university）

複数の狭窄がある⾎管に関する数理モデル
菅陽佳（九州⼤学 マス・フォア・イノベーション連係学府）、INTAN 
DIYANA MUNIR（Department of Mathematical Science, 
Faculty of science, University of Technology Malaysia）、
NURUL AINI JAAFAR（ Department of Mathematical 
Science, Faculty of science, University of Technology 
Malaysia）、⼿⽼篤史（九州⼤学 マス・フォア・インダストリ研究所）、
SHARIDEN SHAF IE（ Depar tment of Mathemat ica l 
Science, Faculty of science, University of Technology 
Malaysia）

　
２
日
間
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
57
人
の
出

席
が
あ
り
、
そ
の
大
半
を
研
究
者
が
占
め

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
を
見
る
と
、「
数
学

が
社
会
課
題
へ
ど
の
よ
う
に
関
与
し
う
る

か
の
視
点
が
得
ら
れ
た
」
こ
と
が
特
に
高

く
評
価
さ
れ
て
い
た
。

　
ま
た
今
後
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
取
り
上
げ
て

ほ
し
い
テ
ー
マ
は
「
産
業
・
異
分
野
融
合

研
究
」
や
「
数
学
の
社
会
貢
献
」
が
上
位

に
挙
が
っ
た
。
具
体
的
に
は
「
数
学
と
産

業
界
と
の
産
学
連
携
の
在
り
方
に
つ
い

て
」（
研
究
者
）
や
、「
数
学
と
産
業
界
の

つ
な
が
り
を
学
生
へ
ど
の
よ
う
に
伝
え
て

い
け
ば
良
い
の
か
」（
研
究
者
）を
望
む
声

が
聞
か
れ
た
。
ま
た
学
生
か
ら
は
「
数
学

の
未
来
像
・
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
、
今

後
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
希
望
す
る
回
答
も
あ

り
、今
回
の
講
演
か
ら
知
り
得
た
、「
海
外

で
の
数
学
研
究
の
位
置
づ
け
な
ど
が
、
刺

激
に
な
っ
た
」
と
す
る
声
も
あ
っ
た
。

講演だけでなくポスターセッションも
充実した内容でびっくりしました。

（企業関係者）

若山先生や西浦先生と一緒に数学
の応用を進める政策を担当していた
ことがあるので、楽しみに伺いまし
た。想像していた以上に大勢の参加
者で盛況ですね。もう少しディスカッ
ションの時間があればと思いました。

（政府関係者）

数学のドクターたちにモデリングや
データ解析なども一緒にやっていた
だいたりしています。今後どう接点を
増やしていけばいいのか、企業側に
もマネージャー的な役割の人がもっ
と増えていく必要があると感じまし
た。（企業関係者）

産業界が求めているような内容を数
学界側からもアプローチしていく、アク
ションとして落としていく必要がある
と、ひしひしと感じました。（研究者）

今は国も産業界も数学に対して期
待があり環境が整いつつあります
が、パイオニア的な先生方のお話は
非常に参考になることですし、興味
深く聞きました。（研究者）

IMI が大変なご苦労をされて作られ
たと知ることができ、九州大学の学
生として大切にきちんと活用してい
きたいと思いました。（学生）

今後取り上げてほしいテーマは、産
学協働の実際とどんな成果があった
のか、企業との協働において注意す
べきことなどです。（研究者）

研究者
58%

（33人）
学生
23%

（13人）

URA・コーデネーター
7%（4人）

企業関係者 5%（3人）

政府関係者 3.5%（2人） その他 3.5%（2人）

続編があれば「〇〇〇という課題に
対して×××を用いて考察を行った」
のような具体的な事例を、特に失敗
例を聞きたいです。（研究者）

文部科学省認定の数学分野共同利用・共同研究拠点をはじめ
7機関が参加したポスターセッション。学生の発表も
高い熱意と活発な議論が展開され、会場は盛況となった。 

参加者の
主な所属・
職種



センター長：材料科学高等研究所・教授
水藤 寛

専門は自然現象や社会現象を方程式で表
現し、近似解を求めて可視化すること。因果
発見に関する基盤技術と、現実世界の問題
に対する応用にも研究領域を広げている。 
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す
が
、
数
学
は
『
堅
苦
し
く
、
近
寄
り
が

た
い
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
が
ち

で
す
。
も
っ
と
気
軽
に
接
点
を
も
っ
て
も

ら
え
た
ら
」
と
原
田
さ
ん
は
率
直
に
語
る
。 

　
趣
味
を
深
め
カ
ブ
ト
ム
シ
の
研
究
で
論

文
も
発
表
し
て
い
る
原
田
さ
ん
は
、
自
身

の
経
験
を
語
っ
て
く
れ
た
。「
生
物
学
の
研

究
者
は
非
常
に
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
、
面
白

い
ア
イ
デ
ア
だ
と
感
じ
れ
ば
共
同
研
究
を

提
案
し
て
く
れ
た
り
、
そ
の
研
究
な
ら
あ

の
先
生
に
相
談
す
る
と
い
い
と
適
切
な
専

門
家
を
紹
介
し
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。

そ
う
し
た
開
か
れ
た
雰
囲
気
を
数
学
の
中

に
も
醸
成
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
」。さ
ら

に
水
藤
さ
ん
も
、「
社
会
課
題
や
実
社
会
と

数
理
科
学
を
つ
な
ぐ
研
究
は
欧
米
で
は
盛

ん
で
す
。
日
本
で
も
、
社
会
と
の
接
点
を

持
ち
課
題
に
対
し
て
数
学
の
言
葉
で
解
き

明
か
す
と
こ
う
な
る
と
い
う
、
仲
介
と
い

う
か
通
訳
と
い
う
か
、
そ
う
し
た
役
割
が

で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
。
そ
こ
か
ら
新
し

い
数
学
の
種
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
」
と
応
じ
た
。

　

東
北
大
学
数
理
科
学
共
創
社
会
セ
ン

タ
ー
の
活
動
に
は
、三
つ
の
柱
が
あ
る
。一

つ
は「
国
際
頭
脳
循
環
」。
海
外
の
優
秀
な

数
学
人
材
を
受
け
入
れ
日
本
の
研
究
者
や

学
生
と
の
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
知

的
刺
激
の
連
鎖
を
生
み
出
し
て
い
る
。
海

外
か
ら
招
い
た
優
秀
な
学
生
た
ち
と
協
働

す
る
機
会
は
、
日
本
の
学
生
に
と
っ
て
驚

き
と
発
見
に
満
ち
た
体
験
と
な
っ
て
い
る
。

　
第
二
の
柱
は
産
業
界
と
の
連
携
だ
。
工

学
系
の
分
野
で
は
、
企
業
と
大
学
の
共
同

研
究
は
一
般
的
だ
が
、
数
学
の
場
合
は
い

さ
さ
か
状
況
が
異
な
る
こ
と
が
多
い
。
企

業
サ
イ
ド
で
は
こ
の
課
題
に
数
学
が
役
立

ち
そ
う
だ
と
感
じ
て
も
、
誰
に
ど
う
相
談

す
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。一
方
、数

学
者
側
も
、
問
題
が
数
学
的
に
定
式
化
さ

れ
て
い
な
い
と
対
応
が
難
し
い
。
セ
ン

タ
ー
は
、
こ
の
両
者
の
間
に
立
っ
て
橋
渡

し
を
す
る
役
割
を
果
た
す
。「
数
学
が
産
業

界
に
提
供
で
き
る
価
値
は
、
工
学
分
野
の

共
同
研
究
の
よ
う
に
目
指
す
モ
ノ
が
あ
っ

て
、
そ
こ
に
向
け
て
開
発
す
る
こ
と
と
は

ま
た
別
に
あ
り
ま
す
」
と
安
東
さ
ん
は
解

説
す
る
。
企
業
が
持
っ
て
い
る
課
題
は
具

体
的
で
実
務
的
だ
が
、
数
学
が
提
供
で
き

る
の
は
理
論
的
な
見
通
し
だ
。例
え
ば
、問

　

今
回
開
催
さ
れ
た
未
来
学
術
基
盤

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
社
会
と
共
創
す
る
数
学

の
未
来
像
を
描
い
て
い
く
た
め
の
第
一
歩

だ
。
応
用
数
学
の
分
野
を
長
年
牽
引
し
て

き
た
研
究
者
や
、
産
業
界
で
そ
の
実
装
を

推
進
す
る
実
務
家
、
次
世
代
の
人
材
育
成

を
担
う
教
育
・
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視

点
か
ら
、
歴
史
的
な
経
緯
と
現
在
の
到
達

点
、
未
来
へ
の
展
望
が
語
っ
た
。
数
学
と

社
会
の
連
携
が
ど
の
よ
う
な
試
行
錯
誤
を

経
て
現
在
に
至
っ
た
の
か
、
そ
の
歩
み
は
、

こ
の
分
野
に
関
心
を
持
つ
人
々
に
と
っ
て

貴
重
な
示
唆
と
な
る
も
の
だ
。

　
講
演
と
と
も
に
注
目
を
集
め
た
の
が
ポ

ス
タ
ー
講
演
だ
。
文
部
科
学
省
の
認
定
を

受
け
た
数
学
分
野
の
共
同
利
用
・
共
同
研

究
拠
点
５
拠
点
を
含
む
７
機
関
が
参
加
。

こ
れ
だ
け
の
機
関
が
一
堂
に
会
す
る
機
会

は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
ア

メ
リ
カ
で
は
、
数
学
研
究
所
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
確
立
さ
れ
て
お
り
、
共
同
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
運
営
さ
れ
て
い
る
。「
日

本
で
も
、
九
州
大
学
さ
ん
の
Ｉ
Ｍ
Ｉ
を
中

心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。

今
回
、
対
面
で
き
た
こ
と
で
、
機
関
横
断

の
連
携
を
深
め
、
あ
る
機
関
に
寄
せ
ら
れ

た
相
談
を
、
よ
り
適
し
た
専
門
性
を
持
つ

別
の
機
関
に
紹
介
す
る
な
ど
、
互
い
の
強

み
を
活
か
し
た
協
力
関
係
を
一
層
深
め
ら

れ
れ
ば
」（
水
藤
さ
ん
）と
語
っ
て
く
れ
た
。 

題
に
対
し
て
ど
こ
ま
で
達
成
可
能
で
ど
こ

か
ら
が
原
理
的
に
不
可
能
な
の
か
を
根
拠

を
持
っ
て
説
明
で
き
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
第
三
の
柱
は
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
。
企
業

で
働
く
人
の
中
に
は
、
学
生
時
代
に
数
学

を
敬
遠
し
て
い
た
も
の
の
、
実
務
を
通
じ

て
数
学
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
人
も
少

な
く
な
い
。
し
か
し
、
大
学
１
年
生
か
ら

や
り
直
す
時
間
的
余
裕
は
な
い
。「
テ
ー
マ

を
絞
っ
て
こ
れ
を
深
く
学
び
た
い
と
い
う

希
望
に
対
し
て
、
逆
引
き
で
き
る
よ
う
な

コ
ー
ス
を
工
夫
し
て
い
ま
す
」
と
水
藤
さ

ん
。
実
務
に
即
し
た
テ
ー
マ
別
講
座
を
通

じ
、
社
会
人
が
必
要
な
数
学
を
学
び
直
せ

る
仕
組
み
づ
く
り
に
も
注
力
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
神
奈
川
県
立
産
業
技
術
総
合
研

究
所
と
連
携
し
て
、
特
定
の
テ
ー
マ
に

絞
っ
た
実
践
的
な
講
座
を
提
供
。
現
場
で

よ
く
耳
に
す
る
数
学
的
な
技
術
に
つ
い
て
、

例
え
ば
ト
ポ
ロ
ジ
カ
ル
デ
ー
タ
解
析
や
偏

微
分
方
程
式
な
ど
を
も
っ
と
知
り
た
い
と

い
う
人
に
向
け
て
ト
ピ
ッ
ク
で
分
け
た
講

座
を
開
い
て
い
る
。

　
三
つ
の
柱
は
、
相
互
に
関
連
し
合
っ
て

い
る
。
例
え
ば
、
安
東
さ
ん
が
携
わ
っ
て

い
る
Ｇ
‒
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ　
Ｓ
ｅ
ｎ
ｄ
ａ
ｉ
。

日
米
の
混
成
チ
ー
ム
で
取
り
組
む
国
際
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
複
数

の
企
業
が
同
時
に
課
題
を
提
示
し
、
学
生

た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
取
り
組
む
と

い
う
独
特
の
形
式
。
企
業
同
士
が
直
接
協

力
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
近
く
で
活
動

す
る
こ
と
で
、
見
え
な
い
イ
ン
タ
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
。「
競
争
領
域
で
は
な

く
協
調
領
域
で
の
課
題
設
定
に
よ
り
、
企

業
・
学
生
・
大
学
の
三
者
に
と
っ
て
価
値

を
も
た
ら
す
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
ま

す
」（
安
東
さ
ん
）
と
い
う
。

　
セ
ン
タ
ー
は
開
設
以
来
、
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
よ
り
よ
い
運
営
を
目
指
し
て
、
そ

の
活
動
を
深
化
さ
せ
て
き
た
。
例
え
ば

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

は
「
当
初
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
交
え
て

企
業
と
の
対
話
を
重
ね
ま
し
た
。
議
論
は

活
発
で
参
加
者
か
ら
は
好
評
で
し
た
が
具

体
的
な
共
同
研
究
に
つ
な
が
る
ま
で
に
至

ら
な
か
っ
た
。
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、

よ
り
具
体
的
な
課
題
設
定
を
重
視
。
従
来

の
、
数
学
側
か
ら
理
論
的
な
種
を
提
示
し
、

企
業
側
が
そ
れ
を
自
社
の
問
題
に
応
用
で

き
な
い
か
検
討
す
る
と
い
う
方
法
か
ら
、

企
業
が
抱
え
る
明
確
な
課
題
を
出
発
点
と

す
る
方
式
へ
と
舵
を
切
り
ま
し
た
」
と
原

田
さ
ん
。
こ
の
変
更
が
功
を
奏
し
、
企
業

と
の
共
同
研
究
に
つ
な
が
り
得
る
案
件
が

生
ま
れ
始
め
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
活
動
に
対
し
て
抱
え
る
課
題

の
一
つ
は
、
数
学
に
対
す
る
心
理
的
障
壁

だ
。「
お
そ
ら
く
企
業
の
方
々
は
多
く
の
数

学
的
な
課
題
を
抱
え
て
お
ら
れ
る
は
ず
で

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
踏
ま
え
て

東
北
大
学
数
理
科
学

共
創
社
会
セ
ン
タ
ー
の
活
動
と
展
望

数
理
科
学
を
基
盤
と
し
て
、他
分
野
や
産
業
界
・
社
会
の
様
々
な
課
題
に
取
り
組
む
東
北
大
学
数
理
科
学
共
創
社
会
セ
ン
タ
ー
。

未
来
学
術
基
盤
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
踏
ま
え
て
水
藤
寛
セ
ン
タ
ー
長
、原
田
昌
晃
副
セ
ン
タ
ー
長
、安
東
弘
泰
副
セ
ン
タ
ー
長
に
、こ
れ
ま
で
の
活
動
と
展
望
を
聞
い
た
。

セ
ン
タ
ー
が
掲
げ
る

３
つ
の
活
動
の
柱

試
行
錯
誤
し
な
が
ら

社
会
課
題
と
向
き
合
う
数
学
へ

未
来
学
術
基
盤
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

果
た
す
役
割

副センター長、学術創成ハブ部門長：
大学院情報科学研究科・教授

原田昌晃

専門は組合せ論。もともと身の回りのこと
から数学の定式化して生まれた学問だが、
直接的、間接的に世の中で応用される組
合せ構造の面白さを探求している。 

副センター長、産業課題探求部門長：
材料科学高等研究所・教授

安東弘泰

専門は複雑システム・次世代モビリティの
データサイエンス。昨年12月には、道路交
通の複雑な流れそのものを計算資源として
利用する新しいAI手法を発表。 



［デザイン］ ファントムグラフィックス    ［撮影］ 小野さやか    ［取材］ 中城邦子

本フォーラムは、社会と共創する数学の未来像と、
数理に関わる研究者に広がる多様な可能性を、俯
瞰的かつ未来志向の観点から展望することを目的
として2025年12月15日、16日に開催しました。

［組織委員（東北大学）］

吉脇理雄　新川恵理子　水藤 寛
原田昌晃　安東弘泰　坪井 俊


